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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

年
金
個
人
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
は
、

平
成
18
年
３
月
31
日
の
サ
ー
ビ
ス

開
始
か
ら
間
も
な
く
１
年
を
迎
え

ま
す
。�

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
24
時
間
３
６
５
日
い

つ
で
も
自
分
の
直
近
の
年
金
加
入

記
録
等
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
確
認
し
た
記
録

と
自
分
自
身
の
加
入
記
録
が
相
違

す
る
場
合
、
そ
の
時
点
で
記
録
調

査
の
申
し
出
も
で
き
ま
す
。�

�

■
詳
し
く
は�

　
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ�

（h
ttp
://w
w
w
.sia.g

o
.jp
/

）�

���

　
国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
60
歳
ま
で
は
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
保
険
料
を
納
め
ず
免
除
も
受
け

て
な
い
状
態
が
一
定
期
間
続
く
と�

�������

万
一
の
場
合
、
障
害
年
金
や
遺
族

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
第
一
で
す
が
、
経
済
的
に
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
免
除
制
度
を

活
用
し
、
未
納
の
期
間
を
作
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

�

■
問
い
合
わ
せ
先
■�

長
崎
北
社
会
保
険
事
務
所�

☎
０
９
５（
８
６
１
）１
２
１
１�

ま
た
は
、�

○
対
馬
市
役
所
市
民
生
活
部
市
民
課�
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課
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テ
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テ
ム
の
ご
利
用
を�

●
年
金
個
人
情
報
提
供�

　
　
シ
ス
テ
ム
の
ご
利
用
を�

１�●
未
納
期
間
は

●
未
納
期
間
は�

　
　
　
　
な
く
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
な
く
し
ま
し
ょ
う�

●
未
納
期
間
は

●
未
納
期
間
は�

　
　
　
　
な
く
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
な
く
し
ま
し
ょ
う�

●
未
納
期
間
は�

　
　
　
　
な
く
し
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ょ
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社
会
保
険
事
務
局
の�

　
出
張
相
談
の
お
知
ら
せ�

◎
平
成
19
年
３
月
６
日（
火
）�

　
10
時
〜
17
時
ま
で�

　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
３
階
会
議
室�

◎
平
成
19
年
３
月
７
日（
水
）�

　
10
時
〜
15
時
ま
で�

　
美
津
島
支
所
　
別
館
会
議
室�

���

　
対
馬
市
で
は
、
対
馬
市
斎
場
「
つ

つ
じ
の
苑
」（
美
津
島
町
根
緒
）
待
合

室
を
葬
儀
場
と
し
て
有
効
利
用
で
き

る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。�

�

■
利
用
開
始
可
能
年
月
日�

　
平
成
19
年
３
月
１
日
か
ら�

�

■
利
用
で
き
る
方�

　
・
申
請
者
が
生
活
保
護
世
帯
で
あ

　
　
る
方
。�

　
・
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
施
設
入
所

　
　
及
び
一
人
暮
ら
し
で
、
申
請
者

　
　
が
市
内
に
住
所
を
有
し
な
い
方
。�

　
・
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、
市
長

　
　
が
特
に
認
め
る
方
。�

�
■
利
用
料�

　
・
一
室（
３
時
間
）２，

０
０
０
円�

　
・
超
過
使
用
料
（
１
時
間
ご
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
７
０
０
円�

　
※
市
外
の
方
は
使
用
料
が
倍
に
な

　
　
り
ま
す
。�

�

■
問
い
合
わ
せ�

対
馬
市
市
民
生
活
部
市
民
課�

☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
２
２
３�

�����������

　
平
成
18
年
11
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
犬
に
咬
ま
れ
、
帰
国
後
に
狂
犬

病
を
発
症
し
た
日
本
人
が
２
人
死

亡
す
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
ま

し
た
。�

　
狂
犬
病
は
す
べ
て
の
哺
乳
類
及

び
鳥
類
に
感
染
の
可
能
性
が
あ
り
、

発
症
し
た
場
合
に
は
１
０
０
％
死

に
至
る
動
物
由
来
感
染
症
で
す
。

（
狂
犬
病
は
通
常
、
ヒ
ト
か
ら
ヒ

ト
へ
の
感
染
の
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
）�

　
日
本
で
は
、
50
年
近
く
国
内
の

動
物
か
ら
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
世
界
で
は
、
年
間
３

５，

０
０
０
〜
５
０，

０
０
０
人

以
上
の
人
が
狂
犬
病
で
死
亡
し
て

い
ま
す
。�

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主

に
は
「
狂
犬
病
予
防
法
」
と
い
う

法
律
に
よ
っ
て
、
犬
の
登
録
と
年�

���

１
回
の
狂
犬
病
の
予
防
接
種
が
義�

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
人
が
狂
犬
病
に
感
染
す
る
ケ
ー

ス
は
犬
に
咬
ま
れ
た
場
合
が
一
番

多
く
、
犬
の
間
で
の
感
染
の
拡
大

を
防
止
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。�

　
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
な
い

犬
が
増
え
れ
ば
、
犬
同
士
の
感
染

の
拡
大
の
結
果
、
犬
に
咬
ま
れ
て

狂
犬
病
に
感
染
す
る
人
が
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
に
、
狂
犬

病
が
蔓
延
し
て
い
る
国
で
は
犬
の

予
防
注
射
率
が
低
い
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。�

　
狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
犬
を
守

る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
人
を
守

る
た
め
に
も
あ
る
の
で
す
。
犬
の

飼
い
主
の
最
低
限
の
社
会
的
責
任

と
し
て
、
愛
犬
の
狂
犬
病
予
防
注

射
は
毎
年
１
回
確
実
に
実
施
し
ま

し
ょ
う
。�

��

■
問
い
合
わ
せ
先�

対
馬
市
市
民
生
活
部
市
民
課�

☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

ま
た
は
各
支
所
住
民
生
活
課�

蓄
犬
担
当
ま
で�

対
馬
市
斎
場「
つ
つ
じ
の
苑
」�

待
合
室
の
有
効
利
用
に
つ
い
て�

対
馬
市
斎
場「
つ
つ
じ
の
苑
」�

待
合
室
の
有
効
利
用
に
つ
い
て�

あ
な
た
の
愛
犬
は
狂
犬
病
予
防
注
射
を
し
て
い
ま
す
か
。�

飼
い
主
に
は
、予
防
注
射
が�

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

年

金

コ

ー

ナ

ー

�
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汚泥再処理センターで、肥料を無料配布します。�

変　更　前�

５人槽�

６～７人槽�

８～10人槽�

11～20人槽�

21～30人槽�

31～50人槽�

51人槽以上�

354,000円�

411,000円�

519,000円�

981,000円�

1,668,000円�

2,238,000円�

2,556,000円�

変　更　後�

５人槽�

６～７人槽�

８～10人槽�

11人槽以上�

342,000円�

414,000円�

537,000円�

939,000円�

廃棄物対策課コーナー�

　対馬市では、昨年に引き続き、本年２
月から３月にかけて大阪と東京で「対
馬フェア」を開催します。�
　全日空グループと手を組んで、「対
馬」を盛り上げようと平成16年度か
ら取り組んでいる「地域再生マネージ
ャー事業」の一つです。�
　「対馬」の食材を都市圏ホテルのコ
ース料理等に使用してもらい、「対馬」
と対馬産品の質の良さを広く知っても
らおうとするものです。�
�
�
�
�
�
�
■問い合わせ先�
　対馬市役所　商工課�
　☎０９２０（５３）６１１１�

全
日
空
ゲ
ー
ト
タ
ワ
ー�

　
　
　
　
　
ホ
テ
ル
大
阪�

東
京
全
日
空
ホ
テ
ル�

「
長
崎
対
馬
フ
ェ
ア
」�

■
開
催
期
間�

　
２
月
１
日
〜
３
月
15
日�

■
開
催
店
舗�

　
中
国
料
理
「
花
梨
」（
54
階
）、

　
鉄
板
焼
「
り
ん
く
う
」（
52
階
）、

　
テ
ラ
ス
レ
ス
ト
ラ
ン
「
カ
フ
ェ
・

　
イ
ン
・
ザ
・
パ
ー
ク
」（
２
階
）、

　
日
本
料
理
「
雲
海
」（
52
階
）�

�

大
阪
府
泉
佐
野
市
り
ん
く
う
往
来

北
１
番
地�

☎
０
７
２（
４
６
０
）１
１
１
１�

「
長
崎
県
　
対
馬
フ
ェ
ア
」�

■
開
催
期
間�

　
３
月
１
日
〜
３
月
31
日�

■
開
催
店
舗�

　
チ
ャ
コ
ー
ル
キ
ッ
チ
ン「
炙
」（
３
階
）�

�

東
京
都
港
区
赤
坂
１
丁
目
12
番
33
号�

☎
０
３（
３
５
０
５
）１
１
１
１�

　厳美清華苑、北部衛生センターでは汚泥再資源化施設を備え、発酵装置で発酵させ

た乾燥汚泥肥料を製造しています。

　１月からは、袋詰め（10㎏入）した肥料も準備しています。少しにおいがあります

が、野菜、果樹、牧草などの肥料に使用できます。

　必要な方には無料でお分けしますので、次の施設へ問い

合わせください。

○厳美清華苑�

　美津島町根緒字大梶地内　☎０９２０（５２）０９２９�

○北部衛生センター�

　上対馬町唐舟志　☎０９２０（８６）２１７７�

　
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

交
付
要
綱
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
の
基
準
額
変
更
に
と
も
な
い
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
対
す

る
補
助
金
を
次
の
と
お
り
変
更
い

た
し
ま
す
。

（
19
年
４
月
１
日
以
降
受
付
分
か
ら
）

浄
化
槽
の
補
助
金
額
が�

変
わ
り
ま
す�
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３
世
紀
、
中
国
に
陳
寿
と
い
う
人

が
い
ま
し
た
。
「
三
国
志
」
と
い
う

書
物
を
書
い
た
人
で
す
。

　
そ
の
「
三
国
志
」
の
巻
30「
魏
書
」

に
「
東
夷
伝
」
倭
人
の
条
が
あ
り
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
「
魏
志
倭
人
伝
」
の

こ
と
で
す
。

　
魏
志
倭
人
伝
に
は
中
国
の
帯
方
郡

（
現
在
の
韓
国
ソ
ウ
ル
近
辺
）か
ら
倭

国
の
卑
弥
呼
が
支
配
す
る
邪
馬
台
国

へ
の
道
程
と
、
近
隣
の
国
々
の
こ
と

が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
２
世
紀
後
半

か
ら
３
世
紀
前
半
の
こ
と
で
す
。

　
中
国
の
使
者
は
対
馬
、
壱
岐
を
経

て
福
岡
県
の
糸
島
郡
あ
た
り
ま
で
来

た
よ
う
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
先
の
国

々
の
名
前
、
人
口
、
風
俗
な
ど
は
倭

の
官
人
か
ら
の
聞
き
取
り
で
、
実
際

に
は
邪
馬
台
国
ま
で
使
者
は
行
か
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
ち
な
み
に
倭
か

ら
日
本
へ
と
国
号
が
改
ま
っ
た
の
は

７
世
紀
後
半
で
、
８
世
紀
初
頭
に
は

国
際
的
に
（
東
ア
ジ
ア
圏
）
日
本
国

と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
魏
志
倭
人
伝
で
は
対
馬
の
こ
と
が

一
番
多
く
の
字
数
を
割
い
て
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　
「
対
馬
国
は
大
官
に
卑
狗
、
副
官

に
卑
奴
母
離
が
い
る
。
島
は
大
海
の

孤
島
、
広
さ
四
百
余
里
、
山
は
険
し

く
、
森
林
が
多
く
、
道
は
獣
道
の
よ

う
で
あ
る
。
千
余
戸
あ
り
、
良
田
な

く
、
人
々
は
海
産
物
を
食
べ
て
自
活

し
、
船
に
乗
っ
て
南
北
に
市
糴
し
て

い
る
。
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　
大
官
の
卑
狗
と
副
官
の
卑
奴
母
離

が
対
馬
の
ど
こ
に
居
た
の
か
不
明
で

す
。
ま
た
彼
ら
が
対
馬
全
島
を
支
配

し
、
君
臨
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ

ず
、
む
し
ろ
大
き
な
浦
を
支
配
し
、

近
隣
の
浦
々
の
住
人
に
も
少
な
か
ら

ず
影
響
力
を
持
ち
、
邪
馬
台
国
と
の

つ
な
が
り
が
強
か
っ
た
豪
族
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

　
山
は
険
し
く
、
森
林
が
多
く
、
と

い
う
記
述
は
素
直
に
納
得
で
き
ま
す
。

道
は
獣
道
の
よ
う
で
あ
る
、
と
い
う

記
述
も
昭
和
前
半
生
ま
れ
の
人
な
ら

納
得
で
き
る
は
ず
で
す
。
千
余
戸
あ

り
、
と
い
う
の
は
家
が
千
余
戸
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
人
口
に
換
算
す
れ

ば
５
千
人
余
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
良
田
な
く
、
と
い
う
の

は
原
始
的
な
農
業（
焼
畑
農
耕
等
）が

営
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
良

田
と
は
水
田
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

更
に
農
業
が
不
振
な
の
で
、
人
々
は

海
産
物
を
食
べ
て
飢
え
を
し
の
ぐ
状

況
だ
と
あ
り
ま
す
。
弥
生
時
代
前
の

縄
文
時
代
か
ら
潜
水
漁
法
は
盛
ん
に

行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
行
な

わ
れ
て
い
る
漁
労
の
基
礎
は
す
で
に

縄
文
時
代
後
期
（
約
３
千
年
前
）
に

完
成
し
て
い
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
に

狩
猟
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
は

ず
で
す
が
、
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
。

食
料
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、
船
に

乗
り
南
北
市
糴
し
て
い
る
、
と
い
う

南
北
と
は
南
は
北
部
九
州
一
帯
を
指

し
、
北
は
朝
鮮
南
岸
を
指
し
て
い
ま

す
。
市
糴
と
い
う
の
は
米
を
購
う
こ

と
で
、
広
範
な
意
味
で
交
易
と
解
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
対
馬
の
人
々
の
本
来
の
生
き
様
は

海
を
生
活
の
場
と
し
た
こ
と
で
す
。

島
の
成
り
立
ち
が
内
陸
か
ら
立
ち
上

が
っ
た
の
で
は
な
く
、
海
側
か
ら
の

働
き
か
け
に
よ
っ
て
成
り
た
っ
て
い

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
頷
け
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

対
馬
市
教
育
委
員
会  

文
化
財
課�

☎
０
９
２
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４
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国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
様
の
出
産
時
の
一
時
的
な
費

用
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
費
用
を
、
出
産

育
児
一
時
金
の
支
給
額
（
現
行
35
万
円
）
を
限
度
と
し
て
、
対

馬
市
国
民
健
康
保
険
か
ら
直
接
、
出
産
さ
れ
た
医
療
機
関
等
に

支
払
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
委
任
払
い
制
度
を
利
用
で
き
る
方
は
、
妊
娠
４
ヶ
月
以

上
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
で
、

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な
い
方
で
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
受
領
を
委
任
し
よ
う
と
す

る
医
療
機
関
等
の
同
意
を
得
た
上
で
、
「
国
民
健
康
保
険
出
産

育
児
一
時
金
受
領
委
任
払
い
申
請
書
」
を
市
役
所
国
民
健
康
保

険
担
当
窓
口
に
提
出
し
、
受
領
委
任
払
い
の
適
用
の
決
定
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
担
当
窓
口
に
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

■
担
当
窓
口
■�
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保
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市
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活
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支
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活
課
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峰
支
所
住
民
生
活
課
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上
県
支
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住
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生
活
課
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上
対
馬
支
所
住
民
生
活
課
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６
）３
１
１
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保
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受
領
委
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ま
り
ま
し
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出
産
育
児
一
時
金
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産
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受
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ま
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受
領
委
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払
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制
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が
始
ま
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出
産
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児
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受
領
委
任
払
い
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
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平
成
19
年
２
月
か
ら�
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福
岡
県
北
九
州
市
若
松
区
の
福

岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
（
国

立
県
営
）
で
は
、
平
成
19
年
度
の

訓
練
生
を
二
次
募
集
し
て
い
ま
す
。�

◇
募
集
訓
練
科
名
：
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
製
図
科
／
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科

／
商
業
デ
ザ
イ
ン
科
／
Ｏ
Ａ
ビ
ジ

ネ
ス
科
／
建
築
設
計
科
／
Ｄ
Ｔ
Ｐ

制
作
科
／
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
科
／

総
合
実
務
科�

◇
応
募
資
格
：
身
体
障
害
者
手
帳

所
持
者
、
又
は
取
得
可
能
な
方
。�

但
し
総
合
実
務
科
は
、
療
育
手
帳

所
持
者
、
又
は
知
的
障
害
者
と
認

め
る
判
定
書
が
提
出
可
能
な
方
。�

◇
応
募
締
切
：
３
月
９
日
（
金
）�

◇
選
考
場
所
：
本
校
及
び
長
崎
・

宮
崎
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー�

◇
そ
の
他
：
寮
施
設
あ
り
。
見
学

希
望
の
方
は
事
前
に
電
話
で
ご
連

絡
下
さ
い
。�

�

■
問
い
合
わ
せ�

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校�

　
☎
０
９
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４
１
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３
１�

又
は
、
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（
公
共
職
業
安
定
所
）ま
で�
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　つしま図書館では、図書の整理、書棚の変更、
映像ライブラリーコーナーと読書カウンターの設
置工事のため、下記のとおり休館します。�
�
�
�
�
※３月23日（金）から平常どおり開館しますが、
新設の映像ライブラリーコーナーは準備の都合で
利用できません。利用開始については「広報つし
ま４月号」でお知らせします。�
■問い合わせ　対馬市立つしま図書館�
　　　　　　　☎０９２０（５２）３９００�

　長崎県で設定されている最低賃金が改正さ
れました。最低賃金には、県下すべての労働
者（パートタイマー、アルバイト含む）に適
用される地域別最低賃金と、特定業種の労働
者に適用される産業別最低賃金の２種類があ
ります。�

　毎週日曜日、朝８時より対馬市交流センター正面
広場において地元生産者出品の農産品・農産加工品・
鮮魚及び貝類・干物等の水産加工品の販売を行って
おります。�
■問い合わせ　城下町朝市クラブ会長  柳田治�
　　　　　　　☎０９２０（５２）５２２４�

最 低 賃 金 件 名 � 時間額�効力発生日�

735円�

676円�

748円�

611円�

一般機械器具製造業�

電気機械器具、情報通信機�
械器具、電子部品、デバイ�
ス製造業�

船舶製造・修理業、船舶用�
機関製造業�

長崎県最低賃金�

H18.12.22

H18.10.1

ご存知ですか？�

からの�城 下 町 朝 市 ク ラ ブ �

お知らせ�

休　　館　　期　　間�

平成19年３月12日（月）～３月22日（木）�
（11日間）�

● 問 い 合 わ せ ● �

対馬市役所建設部都市計画課まで�
☎０９２０（５３）６１１１�

■登記相談を実施します■�

■相 談 日：平成19年３月20日（火）�

■場　　所：対馬市　峰支所�

■相談時間：10時～12時、13時～15時�

長崎地方法務局対馬支局�
☎０９２０（５２）６４６３�

■施設の名称　対馬市ファミリーパーク�

■所　在　地　対馬市峰町吉田1120番1ほか�

■敷 地 面 積　4.5ha�

■施　設　等�
　管理棟、ゴーカートコース、ちびっこ広場、�
　屋根付（無）屋外運動場、多目的広場、舟グロー体験館、�
　ローラーすべり台、ソリゲレンデ、園路等�

■申 請 資 格�
　島内に主たる事務所を置くか、又は置こう�
　とする法人その他の団体�

■指定管理期間�
　平成19年７月～24年３月（４年９ヶ月）�

■申請受付期間�
　平成19年２月20日～３月22日まで�

■申請書の提出方法�
　対馬市役所建設部都市計画課まで持参�


